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研究分野 脳神経内科（神経免疫疾患）

キーワード 自己抗体

研究室URL： https://www.hosp.u-toyama.ac.jp/shinnai/

研究の背景及び目的

自律神経節アセチルコリン受容体（gAChR）抗体は「免疫異常による自律神
経障害」を引き起こす自己抗体である。我々は2011年に測定系を樹立し、
「免疫異常による自律神経障害」の臨床から基礎にわたる研究成果を世界に
向けて発信してきた。今回は、gAChRに対する自己抗体の精確かつ高感度な
新規測定系を樹立することを目的とする。

期待される効果・応用分野

この自己抗体測定系を樹立することで、まず自律神経疾患、自律神経障害を呈する疾患（神経疾
患のみならず糖尿病や膠原病などの全身性疾患）の診療の質向上に貢献できる。加えて、近年報
告されている「long COVIDや慢性疲労症候群（以下、CFS）における自律神経系関連受容体に
対する自己抗体陽性」の頻度を明らかにし、病態解明に貢献したい。
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